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介護業界の ICT化が叫ばれて久しいが、2021年の統計によると、介護ロボット導入・活用の国家戦略特
区の福岡県北九州市でも、介護ロボット普及率は 33.7％※。数年前に比べると導入自体はかなり進んだが、
まだまだ途上と言える。また、記録や請求業務など簡単な機器を入れているけれども、使いこなせてい
るかは正直微妙なところで、本格的な ICT導入はまだという事業所も多いのではないだろうか。そこで
今回は、介護事業所として成功する ICT化に向けた機器導入のポイントと機器の選択術をお伝えする。

※北九州市「介護ロボットの導入状況などに関するアンケート調査（令和3年度）」
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